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それでもはみとくに出る部分もある。「深い理解」
アクティブラーニング
①＋深い学習
②＋深い理解
マクタイとウィギンズの知の構造
事実・知識
原理・一般化
転移
概念化
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各教科をつなげていったとき、一番懸念するの
は、教科主義に戻るのではないかということで
す。私たちはなんのために学校教育あるいは学
習を生徒・学生にさせているのかという基本を
問い直して、学習パラダイムに、そして最初に
戻って社会の転換を、ポストモダン、後期近代
と考えてきたわけです。思考を発展させるのは
大事ですが、やはり一人、あるいは先生との関
係だけで乗り越えていけるものではなく、先生
と学生の学習力を作り能力を作っていくための、
一つの提言としてアクティブラーニングはある
わけです。
　教科の学習が大事なのは、基礎として当然で
すが、やっぱそこを超えていく新しい課題があ
ります。そこに私たちが本気で向かえるのかと
いうことです。危惧で終わればいいと思いま
す。かつ、習得活用探究という学習プロセスは
かなり根付いているので、しっかり活用探究ま
でやっていくだろうと考えたら、大丈夫かと思
いたいところもあります。そうは言っても、
つきちんと並んでいますので、現場はこの順序
をあまり重く受け止め過ぎずに、きちんとバラ
ンスよく学習を作っていってくれれば、溝上は
こんなことを言って不安がっていたなと、それ
で終わるかもしれません。ただ、時代の課題は
はっきりしているので、施策は施策で、あとは
私たちが現場を作っていくわけですから、その
現場の理解が大事だと思います。以上です、ご
清聴ありがとうございました。
